
〈４〉第５学年実践記録  

 

１ 単元名・教材名  「When is your birthday?～新本オリジナルカレンダーを作ろう～」 

           『We can!1』Unit2 「When is your birthday?」 行事・誕生日   

 

２ 単元の目標 

○ 学校行事の日付や誕生日，欲しいものについて聞いたり言ったりすることができる。また，月や行事を

活字体で書くことができる。                           （知識・技能） 

○ 誕生日や行事の日付を尋ねたり，その答えに対して自分で考えて反応を伝えたりする。 

             (思考力・判断力・表現力) 

○ 他者に配慮しながら，行事の日付や誕生日，欲しいものを尋ねたり，それに答えたりして伝え合おうと

する。                                （主体的に学習に取り組む態度） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・ 学校行事，日付，誕生日につ

いて聞いたり言ったりしてい

る。 

・ 月や行事を活字体で書き写し

ている。 

・ 誕生日や欲しいもの，行事の

日付を尋ねて答えている。 

・ 相手の答えを聞き，その答え

に対して自分で考えて反応を

伝えている。 

・ 他者に配慮しながら，行事の

日付や誕生日，欲しいものを尋

ねたり，それに答えたりして伝

え合おうとしている。 

 

４ 関連する学習指導要領における領域別目標 

聞くこと イ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄について，

具体的な情報を聞き取ることができるようにする。 

読むこと イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるようにす

る。 

話すこと 

［やり取り］ 

ウ 自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句や基本

的な表現を用いてその場で質問をしたり質問に答えたりして，伝え合うことがで

きるようにする。 

書くこと ア 大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。また，語順を意識し

ながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことがで

きるようにする。 

 

５ 単元観 

 本単元は，月の言い方や日にちの言い方を知り，それらを使って，誕生日について伝え合ったり，様々な

行事の日程についても英語でやり取りができたりすることをねらいとしている。誕生日を伝え合う活動はこ

れまでにも経験しているため，児童は慣れ親しんできた表現を使って自信をもって活動に取り組めるだろう。

そこで，ステップアップを目指すため，相手の誕生日や行事の日付を聞いて，その答えに合わせた反応を自

分で考えて表現しようとする活動を取り入れることで，外国語科における思考力・表現力を高めたいと考え

る。学校行事の言い方と日付の尋ね方については，初めての表現となるので，スモールステップで丁寧に身

に付けさせたい。 

また，単元のゴールを，「新本オリジナルカレンダー作り」に設定することで，英語でのやり取りや音声

で十分に慣れ親しんだ語句を読んだり書いたりする活動に必然性をもたせ，意欲を高める。その際，２人組

での活動を基本としてインタビューやカレンダー作りに取り組ませることで，英語の力や読んだり書いたり

する力などを補い合い，友達と協力し合うよさを感じながら単元を進めていけるようにする。 

本校の規模と学習環境だからこそできる，全校児童への誕生日インタビューや，小学校のみならず幼稚園，

中学校，フィリピンの学校行事についてのインタビュー活動を行う。児童がそれぞれ分担してインタビュー

を行い，情報交換し合う活動を仕組むことで，他者に配慮しながら進んでインタビューを行い，聞き取った

情報をもとに，友達と協力しながら生き生きとカレンダー作りに取り組む姿を期待する。 

 



６ 関連構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本時案 

（１） 本時のねらい 

    幼稚園，小学校，中学校，フィリピンの学校行事がいつ行われるのかを尋ね，その答えに合わせて

自分で考えた反応を返す。  

（２） 展開（第５時） 

学習活動 教師の指導・支援(●HRT，▲ALT，■小中連携担当教員) 学習評価 

１ Greetings 

 

 

 

２  Warm up  

｢Japanese culture」 

 ・こいのぼり 

 ・おぞうに 

 

 

 

 

３ Review 

 

 

４ Aim 

  

 

 

 

 

５ Demonstration 

 

 

 

 

 

 

 

●▲ 英語であいさつをした後，気分や天気，曜日，日付に

ついて尋ねることで，日常的に使える英語表現に慣れ親

しむことができるようにする。 

 

●  お題となっている行事についてペアに伝えようとする活

動を通して，知っている語句を用いて使おうとする力を高

められるようにする。 

▲■ 話すことに苦手意識を持つ二人の児童の近くで見守

り，言いたい表現の手助けをする。 

●  言いたかったけど言えなかった，または伝わった言葉や

表現を全体で出し合い，新しい表現を共有する。 

 

▲ ALT の正しい発音を聞いて繰り返すことで，学校行事の

言い方を確かめることができるようにする。 

 

 

 

● 相手が気持ちよく答えられるインタビューの仕方につい

て話し合うことで，相手の答えに合わせた反応を返すこと

がポイントであることに気付くことができるようにする。 

 

■ ある学校の先生になりきり，児童の質問に答える活動を

行うことで，どんな反応ができるかを確認したり，新しい

表現を確かめたりすることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語科「When is your 
birthday?【WC1 U２】 
～新本オリジナルカレンダ
ーを作ろう～  

English Time 
○ 誕生日や日付
の尋ね方や答え
方に慣れ親しむ。 

第６学年外国語科「Let’s communicate with foreigners during school trip!」 

○ 修学旅行先で，外国人にインタビュー活動を行う。 

中学校外国語科「When/Where do you ～？」 

 

休み時間 
〇 全校児童へ誕

生日を尋ねる。 

Aim 相手が気持ちよく答えられるインタビューをして，カレンダーを完成させよう。 

特別の教科 道徳 友情・信頼「心のレシーブ」 
○ 男女互いに信頼し合って友情を育て，協力

しようとする心情を育てる。 

A：May I ask you some questions?    ■：Sure. 

A：When is School entrance ceremony?   ■：It’s April 10. 

A：April 10. I’m excited.        ■：Where do you want to go? 

A：I want to go ～. 

 

 

 

 



６  Activity 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  Comment time 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ Greetings 

● ２～３人組で，４つのグループを作り，それぞれが４人

の先生方へインタビューをすることで，分からないことを

教え合いながら活動できるようにする。 

● 小学校の行事は教務主任，幼稚園の行事は園長先生，中

学校の行事は■小中連携担当教員，フィリピンの行事は▲

ALT にインタビューをすることで，どのペアも責任をもっ

てインタビューを行えるようにする。 

● インタビューを受ける先生方には，日付だけでなく，何

か一言添えて答えていただくことで，児童が反応しやすく

なるようにする。 

● インタビューが早く終わったペアには，みんなに情報を

伝えるための練習をして待つように指示する。 

● インタビューを受けた先生方から，どんな質問や反応で

気持ちよく答えられたかを紹介していただき，めあての到

達度を確かめられるようにする。 

● インタビューで聞き取った，学校行事の日付を，小学校

→幼稚園→中学校→フィリピンの順番で発表することで,小

学校の行事の日付を基準にした相違に気付き，反応するこ

とができるようにする。 

▲ 誤った発音があれば，ALT が正しい発音をして児童の気

付きを促す。 

■ 話しにくそうにしている児童に寄り添い，発音の手助け

をする。 

● 行事名を，４線の入ったシールに書き写し，該当するカ

レンダー月にはる活動を行うことで，読むことや書くこと

にも慣れ親しむとともにカレンダーが完成する達成感を味

わうことができるようにする。 

 

● 次の観点で振り返りを行うことで，自分や友達の変容や

よさに気付くことができるようにする。 

・ 進んでインタビュー活動に取り組めましたか。 

・ 相手の答えに合わせた反応を返しましたか。 

・ 今日の学習の感想を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

●▲■ 児童の活動の様子でよかったところを称揚すること

で，次時への意欲につなげることができるようにする。 

● 出来上がったカレンダーを見合い，達成感を感じられる

ようにする。 

 

 

 

◇学校行事がい

つ行われるの

かを尋ね，その

答えに合わせ

て自分で考え

た反応を返す。 

【思考力・判断

力・表現力】 

（発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 日付を伝えるときは，１３と３０がまちがえやすいので，気を付けて発音したいと思った。 

・ インタビューをするときは，相手の答えを受けて反応を返すと，楽しくインタビューがで 

きることが分かった。 

・ 〇〇さんが，たくさんリアクションをしたり，はっきりした声で話したりしていてすごい 

と思った。 

 

 



８ 板書計画 

 

  

 

   

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

９ 研究の視点から実践を振り返って 

 

 

 

 ・ Small Talk について 

本単元では，誕生日や学校行事を尋ねたり答えたりする活動が中心となった。そこで，Small Talk と

して毎時間，「元旦」「花見」「大みそか」などの日本の行事をお題にした，「Japanese culture」を取り入

れた。児童は，本単元で習得した月や日付，既習表現である色や形などの語彙を使って，一生懸命相手に

伝えようとすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Small Talk（Japanese culture） でのやり取り 

○お題は「こいのぼり」 

（ペアで）A：May 5th.                  B：こどもの日！ 

A：Close! Frying fish!            B：? 

A：Red fish! Blue fish!      B：こいのぼり！ 

A：That’s right! 

（全体で）T：言いたかった言葉ある？    C：鯉は？ 

T：How do you say 鯉 in English? 

ALT：Carp                      児童全：Carp 

 

    

言語活動の工夫 

 

園長先生に幼稚園の行事をインタビューする児童 Small Talk をする児童 

Aim 相手がきもちよく答えられるようなイ

ンタビューをしよう。 
Goal 新本オリジナルカレンダーを作ろう。 

行事絵

カード 

行事絵

カード 

行事絵

カード 

行事絵

カード 

行事絵

カード 

行事絵

カード 

行事絵

カード 

行事絵

カード 

行事絵

カード 

When is       ？ 

正しく リアクション ＋ 

協力 

聞き返す 

気持ちをこめて 

くり返す 

Oh good! 

Wow! 

Me too. 

Really? 

Pardon? 

Greetings

Warm　up

Review

Aim

Presentation

Practice

Activity

Comment

time

Greetings



・ 書く活動について 

本単元は，カレンダー作りを単元ゴールの言語活動に設定したため，書くことの必然性が生まれた。児

童は，インタビューをした全校児童の名前をローマ字で書き，好きな色や形で飾り，カレンダーに貼り付

けていった。また，幼稚園・小学校・中学校・フィリピンの学校行事を書き込むため，学校行事を書き写

す活動も意欲的に行うことができた。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ HRT，ALT，小中連携担当教員の役割について 

児童にとって月と序数の発音の習得は難しいものが多かったが，毎時間 ALT の本物の発音に触れる時

間を設けることで，正しくインプットすることができた。小中連携担当教員と児童は，１学期からの関わ

りを通して「分からない，教えて。」と言える関係を築いてきた。児童が「英語で何て言えばいいんだろ

う。」と思考する場面では，小中連携担当教員と話し合いながら，自分が言いたいことに合う英語表現を

見つけていく姿が見られた。また，ALT や小中連携担当教員がいろいろな人物になりきって児童からイ

ンタビューを受ける活動を取り入れることで，やり取りを楽しみながら正しい発音や新しい表現を習得す

ることができた。ＨＲＴは，それぞれの役割が効果的に果たせるよう，主となって授業を進めた。 

  

・ 他校種，他国へ目を向ける活動について 

本時では，ペアに分かれて，園長先生に幼稚園の行事，小中連携担当教員に中学校の行事，ALT にフ

ィリピンの行事，教務主任に小学校の行事についてインタビュー活動を行った。その後，互いに聞き取っ

た日付を報告し合うことで，入学式や卒業式に日付の違いに気付いたり，国や校種ならではの行事に興味

を広げたりすることができた。 

 

10 反省と考察 

小規模校の強みを生かし，全児童全職員に誕生日や好きな物を聞く活動を取り入れることで，獲得させ

たい英語の表現に十分慣れ親しむことができ，相手に合わせた質問や反応を加えることができる児童もい

た。また，聞いたことを報告し合う活動も設定することで，正確に聞き取ろうとする態度や新たな表現を

取り入れてもっと自分の思いを伝えようとする態度を育てることができた。しかし，本時で報告し合う場

面では，大勢の人の前で日付を聞き返すことができにくかったせいか，正しい日付を理解することができ

ず，反応が少なくなってしまった。自分の考えをもち伝えるためには，まず相手が言っていることを理解

することの重要性を実感した。掲示してあるカレンダーを使って，日付を確認しながら発表するなど，正

しい理解につなげる支援が必要だった。 

「カレンダー作り」を単元のゴールに設定したことで書く必然性が生まれた。書くことに関しては，慣

れ親しんだ言葉であったこと，カレンダーに貼っていく楽しさがあったことから，抵抗なく取り組めた。

しかし誤字に対して，やり直しを求めることでやる気がなくなる児童もいた。自分で間違いに気付くこと

できるような支援を行い，意欲をもたせながら正しく文字指導をするように心がけたい。 

単元のゴールに向かって，もっと夢中になって活動する姿を期待していたがそこまではいかなかった。 

カレンダーを印刷して全児童に配る，来年度のリーダーとして校長先生からカレンダー作りを依頼され

るなど，活動への必然性をより高め，活性化させるための工夫がもう一段階必要だったと感じた。 

 

カレンダーに行事名を書き写したシールを貼る児童 カレンダーの一部 

広い世界に目を向けるための人との関わりの工夫 

 



年
生

u
n
it

単
元

名
時

間
単

元

◎

人

△
人

●
「
自

分
の

思
い

を
伝

え
る

」
（
「
相

手
の

思
い

を
聞

く
」
）
活

動
　

　
　

▲
「
思

考
す

る
」
活

動
　

　
　

■
英

語
表

現
を

「
活

用
す

る
」
活

動

・
C

h
a
n
t（

月
・
序

数
）

単
元

ゴ
ー

ル
の

言
語

活
動

・
C

h
a
n
t（

月
・
序

数
）

・
G

re
e
ti
n
g
s

■
Ja

p
a
n
e
se

　
C

u
lt
u
re

　
・
お

み
こ

し
，

節
分

・
G

re
e
ti
n
g
s

■
Ja

p
a
n
e
se

　
C

u
lt
u
re

　
・
ク

リ
ス

マ
ス

，
ひ

な
祭

り

W
h
e
n
 i
s 

y
o
u
r 

b
ir

th
d
a
y
?
 M

y
 b

ir
th

d
a
y
 i
s 

～
.

W
h
a
t 

d
o
 y

o
u
 w

a
n
t 

fo
r 

y
o
u
r 

b
ir

th
d
a
y
?
 I
 w

a
n
t　

～
.

W
h
e
n
　

is
　

～
？

It
's

～
．

④

◎
（
顕

著
に

目
標

達
成

）
の

具
体

的
な

姿

友
達

や
先

生
の

誕
生

日
や

欲
し

い
も

の
，

学
校

行
事

の
日

付
を

尋
ね

た
り

，
そ

れ
に

答
え

た
り

し
て

，
新

本
オ

リ
ジ

ナ
ル

カ
レ

ン
ダ

ー
を

作
る

。

積
極

的
に

日
付

を
尋

ね
た

り
，

言
っ

た
り

し
て

，
相

手
の

答
え

に
応

じ
た

反
応

１
文

以
上

を
付

け
加

え
る

。

必
要

な
語

彙

・
G

re
e
ti
n
g
s

■
Ja

p
a
n
e
se

　
C

u
lt
u
re

　
・
子

ど
も

の
日

，
大

み
そ

か

学
校

行
事

の
言

い
方

や
日

付
の

尋
ね

方
に

慣
れ

親
し

む
。

他
者

に
配

慮
し

な
が

ら
，

学
校

行
事

の
日

付
を

尋
ね

た
り

，
反

応
し

た
り

し
て

伝
え

合
お

う
と

す
る

。

⑤

5
1
1

単
元

目
標

評
価

（
◎

達
成

者
，

△
未

到
達

者
の

人
数

と
氏

名
を

記
入

）

W
C

1
［
Ｕ

２
］
W

h
e
n
 i
s
 y

o
u
r 

b
ir
th

d
a
y
?

～
新

本
オ

リ
ジ

ナ
ル

カ
レ

ン
ダ

ー
を

作
ろ

う
～

つ
な

が
る

学
び

・
E
n
g
lis

h
　

T
im

e
　

　
　

　
　

・
休

み
時

間
　

　
　

・
特

別
の

教
科

　
道

徳
「
心

の
レ

シ
ー

ブ
」
　

5

【
知

】
学

校
行

事
の

日
付

や
誕

生
日

，
欲

し
い

も
の

に
つ

い
て

聞
い

た
り

言
っ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
，

月
や

行
事

を
活

字
体

で
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

【
思

】
誕

生
日

や
行

事
の

日
付

を
尋

ね
た

り
，

そ
の

答
え

に
対

し
て

自
分

で
考

え
て

反
応

を
伝

え
た

り
す

る
。

【
主

】
他

者
に

配
慮

し
な

が
ら

，
行

事
の

日
付

や
誕

生
日

，
欲

し
い

も
の

を
尋

ね
た

り
，

そ
れ

に
答

え
た

り
し

て
伝

え
合

お
う

と
す

る
。

必
要

な
表

現

学
校

行
事

（
知

）
話

し
合

い
・
な

り
き

り
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
思

）

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
思

）

W
h
e
n
,
b
i
r
t
h
d
a
y
,
月

（
J
a
n
u
a
r
y
,
F
e
b
r
u
a
r
y
,
M
a
r
c
h
,
A
p
r
i
l
,
M
a
y
,
J
u
n
e
,
J
u
l
y

,
A
u
g
u
s
t
,
S
e
p
t
e
m
b
e
r
,
O
c
t
o
b
e
r
,
N
o
v
e
m
b
e
r
,
D
e
c
e
m
b
e
r
)

,
季
節
（
s
p
r
i
n
g
,
s
u
m
m
e
r
,
f
a
l
l
,
w
i
n
t
e
r
)
,
序
数
（
1
s
t

～
3
1
s
t
)
,
日
本
の
行
事
（
N
e
w
 
Y
e
a
r
'
s

D
a
y
/
E
v
e
,
C
h
i
l
d
r
e
n
'
s
 
D
a
y
,
D
o
l
l
'
s
 
f
e
s
t
i
v
a
l
)
,
学
校

行
事
（
S
c
h
o
o
l
 
e
n
t
r
a
n
c
e
 
c
e
r
e
m
o
n
y
,
S
p
o
r
t
s

d
a
y
,
G
i
m
i
n
　
f
e
s
t
i
v
a
l
,
G
r
a
d
u
a
t
i
o
n
 
C
e
r
e
m
o
n
y
,

s
c
h
o
o
l
 
t
r
i
p
）

・
C

h
a
n
t（

学
校

行
事

）

・
学

校
行

事
の

日
付

の
尋

ね
方

と
反

応
の

仕
方

を
練

習
す

る
。

■
L
e
t
'
s
　

I
n
t
e
r
v
i
e
w

　
小

学
校

行
事

→
渡

辺
先

生
　

幼
稚

園
行

事
→

園
長

先
生

　
中

学
校

行
事

→
杉

本
先

生
　

フ
ィ

リ
ピ

ン
行

事
→

デ
イ

ジ
ー

先
生  
 
W
h
e
n
 
i
s
 
～

?
 
 
（

I
t
'
s
～

）
 
 
I
 
s
e
e
.
～

 
i
s
 
～

.
●

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

し
た

こ
と

を
み

ん
な

に
伝

え
，

カ
レ

ン
ダ

ー
を

完
成

さ
せ

る
。

・
カ

レ
ン

ダ
ー

を
紹

介
す

る
。

・
振

り
返

り

●
全

校
児

童
の

誕
生

日
と

欲
し

い
も

の
を

み
ん

な
に

伝
え

，
自

分
た

ち
の

カ
レ

ン
ダ

ー
に

書
き

込
む

。
R
i
k
o
'
s
　

b
i
r
t
h
d
a
y
　

i
s

～
．

S
h
e
　

w
a
n
t
～

．
・

カ
レ

ン
ダ

ー
に

書
き

込
み

た
か

っ
た

学
校

行
事

の
言

い
方

を
知

る
。

●
日

付
の

尋
ね

方
を

知
る

。
　

W
h
e
n
 
i
s
 
～

?
 ・

答
え

に
対

し
て

ど
ん

な
反

応
が

で
き

る
か

，
話

し
合

う
。

■
な

り
き

り
I
n
t
e
r
v
i
e
w

G
a
m
e

 
 
W
h
e
n
　

i
s
　

～
?

 
 
I
t
'
s
 
～

.
　

I
　

s
e
e
．

～
i
s
　

～
．

・
振

り
返

り

③
課

外

中
心

活
動

A
c
ti
v
it
y

帯
活

動

導
入

①

・
欲

し
い

も
の

を
尋

ね
た

り
答

え
た

り
す

る
表

現
を

知
る

。
■

I
n
t
e
r
v
i
e
w
 
G
a
m
e

　
W
h
e
n
 
i
s
 
y
o
u
r

 
 
 
 
 
 
 
b
i
r
t
h
d
a
y
?

 
 
M
y
 
b
i
r
t
h
d
a
y
 
i
s
～

.
 
 
I
t
'
s
w
i
n
t
e
r
.
M
e
,
t
o
o
.

 
 
W
h
a
t
　

d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t

f
o
r
 
 
y
o
u
r
 
b
i
r
t
h
d
a
y
?

　
I
 
w
a
n
t
～

.
　

N
i
c
e
．

●
分

か
っ

た
こ

と
を

み
ん

な
に

伝
え

，
自

分
の

カ
レ

ン
ダ

ー
に

書
き

込
む

。
　

Y
u
m
a
'
s
　

b
i
r
t
h
d
a
y

i
s
　

～
．

H
e
　

w
a
n
t
～

・
振

り
返

り

・
C

h
a
n
t（

月
・
季

節
）

ね
ら

い

来
年

の
カ

レ
ン

ダ
ー

に
何

を
書

き
込

ん
で

い
き

た
い

か
を

話
し

合
い

，
オ

リ
ジ

ナ
ル

カ
レ

ン
ダ

ー
作

り
へ

の
見

通
し

を
持

つ
。

序
数

の
言

い
方

を
知

り
，

自
分

の
誕

生
日

を
表

現
す

る
。

友
達

の
誕

生
日

や
欲

し
い

も
の

を
尋

ね
た

り
，

答
え

た
り

す
る

。

・
G

re
e
ti
n
g
s

■
Ja

p
a
n
e
se

　
C

u
lt
u
re

　
・
元

旦
，

花
見

・
日

付
だ

け
の

来
年

の
カ

レ
ン

ダ
ー

を
提

示
す

る
。

序
数

の
言

い
方

（
知

）
話

し
合

い
・
な

り
き

り
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（
思

）

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ゲ
ー

ム
（
知

）
み

ん
な

に
伝

え
る

。
（
主

）

▲
何

を
書

き
込

ん
で

い
き

た
い

か
を

話
し

合
い

，
学

習
計

画
を

立
て

る
。

・
季

節
，

月
の

言
い

方
を

知
る

。

・
２

～
３

人
で

３
つ

の
月

の
カ

レ
ン

ダ
ー

作
り

を
担

当
す

る
。

●
A
L
T
の

国
の

行
事

を
知

る
。

■
月

集
め

を
し

て
，

自
分

の
カ

レ
ン

ダ
ー

の
一

部
を

作
る

。
　

W
h
a
t
 
d
o
 
y
o
u
 
w
a
n
t
?

 
 
J
a
n
u
a
r
y
 
c
a
r
d

p
l
e
a
s
e
.

 
 
H
e
r
e
 
y
o
u
 
a
r
e
.

 
 
T
h
a
n
k
 
y
o
u
.

・
G

re
e
ti
n
g
s

季
節

・
月

の
言

い
方

（
知

）
月

集
め

（
主

）

・
序

数
の

言
い

方
を

知
る

。

・
自

分
の

誕
生

日
を

確
認

し
て

言
う

。

●
自

分
の

誕
生

日
紹

介
　

W
h
e
n
 
i
s
 
y
o
u
r

b
i
r
t
h
d
a
y
?

　
M
y
 
b
i
r
t
h
d
a
y
 
i
s
～

.

▲
誕

生
日

を
聞

い
て

ど
う

答
え

た
ら

よ
い

か
を

話
し

合
う

。

●
な

り
き

り
I
n
t
e
r
v
i
e
w

G
a
m
e

 
 
W
h
e
n
　

i
s
　

y
o
u
r

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b
i
r
t
h
d
a
y
?

 
 
M
y
 
b
i
r
t
h
d
a
y
 
i
s
～

.
 
 
I
t
'
s

w
i
n
t
e
r
.
M
e
,
t
o
o
.

・
振

り
返

り

評
価

場
面

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
主

）

他
者

に
配

慮
し

な
が

ら
，

全
校

児
童

に
誕

生
日

や
欲

し
い

も
の

を
尋

ね
て

反
応

す
る

。

■
２

人
組

で
全

校
児

童
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

。

・
事

前
に

全
校

児
童

に
は

答
え

を
決

め
て

お
い

て
も

ら
う

。

②

11 単元計画 

 


